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1 子どもと単元

（1）伝え合う力と対話活動
　今，学校生活のあらゆる場面で伝え合う力
（コミュニケーション能力）が求められてい
る。「伝え合う力」とは，主として言葉を使
って人と人とが心を通わせたり，理解し合っ
たり，課題を解決したりできる力のことであ
る。話し手は自分の思いを分かってもらえる
ように工夫して伝えようとし，聞き手は，話
し手の思いに心を寄せ，話される内容や順序
に気を付けながら聞こうとする。このような
双方向的な言語のやりとりは相互理解になく
てはならないものであり，人として「生きる
力」の絶対的な基盤である。特に書き言葉が
十分に発達していないこの時期の子どもたち
にとって，話し言葉による伝え合いをスムー
ズに行うことができれば，互いの理解が深ま
り，友達関係や学校生活は一層楽しいものに
なるであろう。相手の反応を直に感じながら
話し，聞くというやりとりの中で相手を理解
し，自己の認識を深めていく「対話活動」を
学習に取り入れていくことが子どもたちの豊
かな言語生活に直結すると考えた。

（2）対話活動で付けたい力
　伝え合う力という視点からとらえた場合，
対話活動では「相手ときちんと向き合う態
度」や「言葉を受けて返す態度と技能」「対
話する相手との人間関係を維持する能力」な
どを培うことができる。このねらいを達成す
るためには，どのような対話場面を設定すれ

ばよいだろうか。
①　緊張感や精神的負担を与えないような
「聞き合う場」があること
②　話したい，聞きたいと思える「内容」が
あること
③　話し方，聞き方の「態度，技能」を身に
付けていること
　これらが実現されてはじめて子どもたちは，
伝え合う喜びや楽しさを感じることができる。
　特に②の「伝え合う必要感」がもてる切実
な対話場面を設定する場合，できるだけ年間
指導計画から離れることなく「話すこと・聞
くこと」以外の領域との関連を図りながら，
また，「読むこと」「書くこと」の力も高めな
がら単元を構成できないだろうかと考えた。

（3） 単元　ー　いいたい！　ききたい！　
「じまんのはたらく車」　ー

　説明文「じどう車くらべ」は，年間指導計
画では，「読むこと」と「書くこと」の指導
に取り上げた教材である。（資料1）それぞれ
の自動車がどんな「しごと」をしているか，
そのためにどんな「つくり」になっているか
が同じ文型の繰り返しによって説明されてい
るため，文章としての要点がとらえやすい。
自分が作った自動車についてその特徴を文章
で書くときには，教材文で学んだ形式を生か
しながら自分なりの表現を見つけていくこと
ができる。この「しごと」と「つくり」とい
う視点に着目し，さらに，領域を広げ，活動
を発展させれば，音声言語で伝え合うときの
話すポイント，聞くポイントにも生かすこと
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ができるのではないかと考えた。
　また，その自動車になりきって自慢話をし
たり，互いに違う種類の自動車になって対話
したりすることにより，楽しい雰囲気の中で
教材文の理解を深めることができる。この読
み取りのための対話活動を発展させ，自分が

作った自動車を自慢し合うという活動を取り
入れ，話し手と聞き手が相互に入れ替わった
り相手を代えたりしながら，一対一もしくは
少人数で伝え合うことを繰り返し行うことで，
よりよい話し方，聞き方を学ぶ学習の場が成
立すると考えた。

●資料1／単元の全体構想（全10時間）
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2 研究の実践

（1） 対話活動のおもしろさを感じ，楽しく 
活動を進める子どもたち（2次　1～2時）

　対話例（資料2）を提示し，教師と子ども
たちがそれぞれ「バス」になったり「聞き
手」になったりして２度ずつ練習した後，二
人１組のペアをつくり，二人でやってみるこ
とにした。「聞く人」になった子どもたちは，
割り箸で作ったマイクを持ち，インタビュー
のように進めた。
　１回終わった時点で，「どう？おもしろ
い？」と尋ねたところ，「おもしろい！」「劇
みたい」という歓声が返ってきた。「２度目
は，できるだけ紙を見ないでやってみよう」
とバス役の子どもだけ席を移動し，相手を代
えて行ったところ，見ないでできる子どもた
ちも多かった。

　次の日は，話し手と聞き手を交替し，質問
も自由に加えてよいと指示し，活動を発展さ
せた。
　子どもたちは，初めての学習形態に大喜び
であった。「楽しい」「もっとやりたい」「明
日もやりたい」という声が返ってきた。子ど
もたちは，一対一の対話活動にも物怖じする
ことなく，聞く側も話す側も楽しそうに活動
を行っていた。聞くことや話すことが決まっ
ている安心感と，一人一人が活動に参加でき
るという満足感が喜びを生んでいるようであ
った。

（2） 対話活動を通して互いの理解を深め合う
子どもたち

ア　う～ん，なんだか難しくなってきたぞ。 
（2次　3～4時）
　トラックについての対話活動では，対話例
を示さなかったので，教材文の読みが曖昧な
子どもや，消極的な子どもたちはとまどった。
聞き手に「トラックさんの仕事は何です
か？」と聞かれて，改めて教科書の記述をさ
がしたり，次に何を聞けばよいか分からず，
話し手から，「つくりを聞いて」と促される
子どももいた。
　クレーン車の読み取りは，比較的順調に進
んだ。ワークシートへの記述にも慣れ，一人
で進めることができる子どもたちが多かった。
しかし，読み取りと対話活動の間にはハード
ルがあり，ワークシートに書き込むことがで
きても対話活動がスムーズにいくというわけ
ではなかった。教材文を字面だけしか理解し
ていないと聞き手の多様な質問に答えられな
いことが多く，また，聞き手も「しごと」と
「つくり」を聞いてしまったら後が続かない
ということになった。
　対話活動は，教材文の読解に大変効果があ
った。反対に，対話活動がうまく進まない子
どもたちの多くは，教材文の読み取りが十分
でないことが大きな原因であった。そのよう●写真1／対話活動

●資料2／対話例
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な子どもたちに教師の方から声をかけ，個別
に練習する機会を設けた。
　教材文を見ながら言わせたり，教師の言葉
を復唱させたり何度か繰り返していく中で，
だんだん教材文の文章が頭に入り，質問にす
ぐ答えたり，答えを予想しながら質問したり
することができるようになってきた。自信を
もって対話活動を進めるためには，当然のこ
とながら話す内容・聞く内容をしっかりと理
解していることが大切であることが分かる。
イ　「なやみそうだんタイム」で悩み解消！ 
（2次　3～5時）
　対話活動を楽しく意欲的に進めている子ど
もたちがいる一方，どうも意欲的になれない
という子どもたちもいた。また，相手が一生
懸命やってくれないということに不満を抱い
ている子どもも見られた。対話活動の始めと
終わりに，活動への意欲を確かめ合ったり，
悩みを共感し合ったりする話し合い（なやみ
そうだんタイム）の時間を設けた。聞き手及
び話し手として大切なことを共通理解し，目
当てをもって活動してほしいと願ったからで
ある。
　「なやみそうだんタイム１」では，「『小さ
い声になって困っている』という人がたくさ
んいるのだけどみんなはどう？」と投げ掛け，
困っている子どもたちの思いを引き出し，解
決策をみんなで考えた。
・「練習をたくさんすればいいよ」（Ｎ児）
・「聞く人が『だいじょうぶだよ』と声をか
けてあげたら話す人も安心するよ」（Ｈ児）

・「うなずきながら聞いてあげると，話す人
がうれしくなる」（Ｔ児）

・「うなずきながら聞いていると，聞いてい
る僕がもっともっと聞きたくなったよ」
（Ｉ児）
と子どもたちは発言している。聞き手の態度
や心遣いこそが話し手を支えるということに
気付いたのは，話し手・聞き手の両者の立場
を経験し，さらにそれを相手を代えて何度も

行ってきた体験から生まれた実感であると思
われる。
　「質問に答えられない」「質問が思い浮か
ばない」ということを取り上げた話し合いで
は，「質問に答えられないのは，質問が難し
いから」という意見が多く出された。「何キ
ロで走れますか」とか「どこまで行ったこと
がありますか」と聞かれても分からない。相
手の人が知っていることや分かることを質問
してあげればよいという発言に多くの子ども
たちが共感した。
　対話を発展させていこうとするとき，聞き
手は積極的に質問をしようとするが，それは
聞き手の一方的な投げ掛けであってはいけな
いということに子どもたちは気付いていた。
　次は，「話す人になったら，何回も同じこ
とを聞かれるから，面倒くさくなってしま
う」というＫ児の思いを話し合いで取り上げ
たときの記録である。

Ｋ児　僕は，おうちでもあんまり話をしないから，

何人もの人に話すと口が疲れてくる。

Ｔ　　㋐Ｋさんは，同じことをまた次の人に言うか

ら，面倒くさくなるって言うんだけど，その気

持ち分かる？

Ｏ児　㋑たぶんＫさんは，さっき言ったのにまた

「つくりは？」とか同じことを聞かれるからい

やになるんだと思う。

Ｔ児　㋒わたしもおうちでお母さんに「もう宿題し

たの？」とか聞かれて，さっき「やったって言

ったでしょう」って思っていやな気持ちになる

ことがある。

Ｙ児　㋓わたしは，Ｋさんとはちょっと違うんだけ

ど，相手の人が同じ質問をしてくるときがあっ

て，そういうときは，「さっき言ったじゃない。

ちゃんと聞いてて」と思っていやになることが

ある。

Ｉ児　㋔わたしは反対で，言っているとだんだん楽

しくなるのね。もっともっとやりたくなる。友

達の車のことを聞いていて，つくりとかがおも

【なやみ相談タイム３】話し合いの場面
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　㋐の「Ｋさんの気持ちが分かる？」という
教師の問いに，子どもたちは共感を示した。
　㋑は，Ｋ児の気持ちを推し量っての共感で
あり，㋒は，同じ気持ちを自分の生活体験か
ら思い出し，つなげようとしている。㋓は，
Ｋ児とはわけは違うけれど似たような思いを
した体験を活動の中から思い出している。Ｋ
児の気持ちに寄り添おうとする思いの表れで
ある。Ｋ児は，自分だけがマイナスの気持ち
をもっているのではないことを知り，安心し
たことだろう。㋔で，Ｉ児がＫ児とは気持ち
が全く違うことを述べたが，少数派のＫ児の

思いを先に引き出したことが，前向きに問題
を解決していこうとする流れを自然な形で作
りだすことになった。子どもたちは，同じ活
動をしていても思いはそれぞれ違うというこ
とを理解し，違いに気付いたことが逆に仲間
の存在を意識することになったようである。
　この話し合いでは，「相手の気持ちを考え
て話したり聞いたりすることの大切さ，その
ための技能や態度を導き出したい」と考えて
いた教師は，Ｋ児の思いを広め，Ｋ児に共感
する思いと相反する思いを引き出した上で，
㋖の問題解決のための発問を投げ掛けている。
「本当は楽しくなりたい」というＫ児の気持
ちを確認したことによって，子どもたちはＫ
君のために解決策を見いだそうとしているこ
とが，㋘や㋙の発言によく表れている。　
　話し合いの中で，子どもたちは，自分の体
験を思い出しながら友達の楽しさや喜びを共
感し，悩みを共有しようとした。そして，ど
うしたら対話活動が弾むか，どうしたら対話
活動を楽しむことができるかを自分の経験か
ら導き出そうとした。話し手を励ますように
聞いたり，同感したことにはうなずいたり，
笑顔で語りかけたり，そのような思いやりの
心があってはじめて活発な対話活動が成立す
るということに，自分の体験とつなげること
で気付いた。それはＫ児に対する共感から出
発した追究であった。 
　このような話し合いで得られた話し手・聞
き手としての態度は，話し方・聞き方のめあ
てや自己評価カード（資料2）の「相手に聞
こえる声で話す」「大切なことを落とさず聞
く」という技能の項目を越えたものだった。
　自己評価も相互評価も，言葉に関する量的
な評価や形式的な評価は可能であるが，質に
関わる評価は難しいと感じた。
ウ 　いいたい！ききたい！自慢のはたらく車 
（3次　1～4時）

　図工で何時間もかけて作った自慢の車には，
一人一人の強い思いが込められていた。（資

しろいし，いろんな人のことを考えて作ってい

るのが分かってすごいなって思う。

Ｔ　　㋕Ｉさんは，やればやるほどおもしろくなっ

ていくんだね。Ｉさんの気持ち分かるなという

ひといる？（８人挙手）

Ｓ児　言う前はどきどきするんだけど，言っている

と楽しくなって，もっともっと言いたくなる。

Ｙ児　僕はやる気が出たり，やる気が弱くなったり

することがある。

Ｔ　　㋖Ｋさんも，本当は楽しくなりたいと思って

いると思うのね。（Ｋ児，うなずく）

　　だれかＫさんにどうしたら楽しくなるかヒント

を教えてあげてくれないかな。

Ｉ児　㋗その人の話をよく聞いて，その人の車のこ

とが分かってくるとだんだん楽しくなると思う

よ。

Ｙ児　㋘聞いている人が話してくれている人の方を

ちゃんと見て，いっぱい感想を言ってあげたり，

「うん」とかうなずいてあげたりしたらいいと

思うよ。

Ｔ児　㋙Ｓさんと話したとき，Ｓさんが笑顔で話し

てくれたのね。そのときわたしも楽しくなった

から，Ｋさんとやる人はＫさんに笑顔で言って

あげたらいいと思う。

Ｔ　　そうだね。話すときも聞くときも笑顔で言っ

たり聞いたりすると，相手の人はうれしくなる

んだね。じゃあ，今日は笑顔に気をつけてやっ

てみよう。
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料3）
　教材文の形式を生かして書いた「ぼく・わ
たしの自慢の車」の説明文では書ききれなか
ったたくさんの伝えたいことを子どもたちは
もっていた。また，互いに秘密にしている友
達の車に対する関心も大きくなり，「いいた
い！」「ききたい！」という思いはどの子も

高まっていた。
　３人４人と相手が代わるうちに，始めの緊
張もとれ，どの子ものびのびと話したり聞い
たりすることができるようになり，説明文に
は書いてないこともどんどん話し，対話活動
を楽しんでいた。
　子どもたちは，話しながら自信を深め，相
手の反応を楽しみにしている様子が見受けら
れた。話す方も聞く方も，臨機応変に反応す
ることが増え，話が弾むにつれて二人が仲良
くなっていくのが分かった。
　Ｈ児とＴ児は次のような対話を交わし，互
いの車を紹介しあった。

Ｈ児　Ｔさんの車を教えてください。

Ｔ児　わたしの車の名前は「ショッピングカー」で

す。中がお店やさんになっていて，いつでも買

い物をさせてくれます。

Ｈ児　㋐便利だね。㋑どんなつくりになっているの

ですか？

Ｔ児　４階建てになっていて，１階は食べ物屋で，

２階は洋服を売ってていて，３階はアクセサリ

ー，４階は遊び場になっています。

Ｈ児　㋒すごく頑張ったね。㋓どうしてそんな車を

作ったの？

Ｔ児　㋔わたしのお母さんは買い物が長くて，わた

しも弟もいやになることがあるのね。だから退

屈しないように遊び場なんかがあったらいいな

あと思って。

Ｈ児　㋕僕のお母さんも１時間も電話していていや

になることがある。

Ｔ児　㋖うん，わたしのお母さんもよく長電話する。

Ｈ児　㋗大人は困るよね。㋘でも，遊園地があった

ら楽しいね。他にはどんなつくりがあるの？

　㋑，㋓，㋔は，「大切なことを忘れずに聞
く，話す」というねらいに沿った質問と答え
であり，㋐や㋒は，Ｔ児の車の自慢を聞いた
Ｈ児の率直な感想である。「便利だね」「すご
く頑張ったね」といわれたＴ児がうれしくな
いはずがない。また，㋕，㋖，㋗は，相手の

●資料3／世界に一つだけの自慢の車

氏　名 車の名前 どんな車か
Ａ・Ｋ うきうきごう いつでもどこでも公園で楽しんでもらう
Ｉ・Ｓ どこでもごう いつでもどこまででも飛んでいく
Ｉ・Ａ なみさかなごう お魚のことをおしえてくれる
Ｉ・Ｈ どきどきごう 古い本を新しい本にかえて，家族を喜ばせる
Ｏ・Ｋ どこでも泳げるカー どこでも行って，プールで泳ぐことができる
Ｋ・Ｊ いろいろジュースごう お姉ちゃんにジュースを持っていく
Ｋ・Ａ どこでもゆきごう どんな季節でも雪で楽しませる

●資料2／振り返りカード，話し方・聞き方のめあて
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話を聞いて心が働き，自分の生活を振り返り，
対話活動を発展させている様子がうかがわれ
る。もちろん原稿にはなく，相手の反応を直
に感じ取って互いを理解しようとする本当の
意味での「対話」が成立している。自分のお
母さんの長電話と結び付けたＨ児の発言に対
して，Ｔ児は素直に共感している。「それは
関係ない話でしょ」と却下するのではなく，
対話活動を楽しもうとする態度がうかがわれ
る。さらに，㋘では，少し，話題からそれた
ことに気付いたＨ児がＴ児の車に話題を戻そ
うとしている。もし，この後「大人の長電
話」の方に話が進んだとしたら，Ｔ児は結局
自分の車について十分話せないまま時間がき
て，対話活動を終了しなければならなかった
かもしれない。
　対話活動の中で，正しく答えたり，進んで
話したりするだけでなく，話すことや聞くこ
とで相手を思いやるという一番大切な心を育
てたいという教師の願いが実現された場面で
あった。

3 研究の成果

（1）対話活動と伝え合う力
　対話活動を通して培われる本当の意味での
コミュニケーション能力とは，沈黙が続いた
ときに話題をもちかけたり，同時に話し始め
たときに譲ったり，対話を維持していくため
には，その場で臨機応変に対応していくアド
リブ性の強い技能が必要となる。今回は，入
門期の子どもたちということで基本的な話し
方を身に付けさせることができたが，さらに
生活に生きる対話力の高まりを目指して，次
の対話学習のねらいを定めていきたい。

（2）聞き合う場作り
　対話活動を楽しんでいた子どもたちは，ど
ちらかというと「話すより聞く方が楽しい」
と答えた。「その理由は？」と尋ねると，「友

達の車を聞くのが楽しい」「いろんなつくり
を聞いていると，すごいと思う」と述べた。
振り返りカードでも，「Ａさんは，弟のため
にきれいな色紙を丁寧に貼っていていいと思
いました。ブランコもすてきでした。公園か
ら弟がなかなか帰らないから作ったと言って
いました。やさしいと思いました」（Ｔ児）
と，友達の車に強い関心を示し，そのような
車を作った友達の「やさしさ」や「発想のよ
さ」を認める記述が多く見られた。
　「世界に一つだけの自慢の車」が子どもた
ちにとって魅力的な題材であったことと，よ
い聞き手が多くいたことによって，話すこと
が苦手な子どもたちも，楽しく自己表現する
ことができた。
　聴きたくなる内容や学習活動を幅広く取り
入れ，また，子ども相互の信頼関係をより深
めていくことで，伝え合うことの楽しさが味
わえる学級風土が生まれ，その積み重ねがよ
りよい話し手，聞き手を育てると考える。

（3） 他の教科や領域との関連を図った単元構成
　図工科との関連を図り，「読むこと」「書く
こと」から領域を広げ，学習活動を発展させ
たことにより，子どもたちは，「何を伝える
か」「何を聞くか」という目的をしっかりも
つことができた。「伝え合い」の学習を設定
するとき，単に音声言語に関する領域だけで
なく，文字言語の理解・表現と結び付けてい
くことで，より明確な内容や目的意識が生ま
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れる。また，伝え合う活動が文字言語の理解
を深めることにも大いに役立つことが分かっ
た。
　１年生では，「話すこと・聞くこと」に年
間30単位時間が配当されている。題材は，総
合的な学習に近い大きな単元から，その場で
すぐにできるゲーム的なものまで様々である。
指導のねらいを明確にし，計画的，意図的に
指導を進めていかなければならない。

（4）共感を生むかかわり合い
　「なやみそうだんタイム」で活動への意欲
を確かめ合ったり，悩みを共感し合ったりし
て，どうしたら対話活動が楽しくなるかを話
し合った。「話すこと・聞くこと」の態度や
心がけを自分たちの体験から導きだし，法則
化していく話し合いは，活動と活動を子ども
たち自身が紡いでいく時間となった。
　「もっと対話活動を楽しみたい」という共
通の課題に対して，個人→ペア→学級集団と
いう学習形態を繰り返したことも子ども同士
のかかわり合いを生み，よりよい対話を目指
してステップアップしていくきっかけとなっ
た。
　活発な伝え合い活動が単なるスキルに終わ
ることがないように，「より高度な力の獲得
を目指しているのだ」という向上心を子ども
自身がもち続けるよう単元を仕組んでいくこ
とが，主体的に学び続ける子どもを育むと考
える。




